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KEY WORD： ①生活設計　②ライフイベント　③ライフコース

自分の人生を自分らしく生きるために、生活設計を考えましょう。

テーマ

1 生活設計

30歳になったときの自分を描いてみよう。

仕事は ?

家族は ?

住まいは ?

趣味は ?

その他 

WORK1

人が一生の間にたどる道筋のことを
「ライフコース」といいます。将来を
考えるにあたっては、卒業、進学、就
職、結婚など、人生の節目となるライ
フイベントを目安にするとよいでしょ
う。長い人生をいくつかの節目に分
けて、それぞれの時期の目標や重視
するポイントを考えることで、現在の
生活を見直し、生活設計を具体化す
ることができます。

生活設計に必要な3つの要素

人生の3大費用

ライフサイクルの変化

さまざまなライフコース
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自分らしい生き方を実現するためには、具
体性と計画性をもった「生活設計」を考え
ることが大切です。特にライフスタイルが
多様化している今日では、私たち一人ひ
とりが、主体的に生活設計に取り組むこと
が求められています。また、一度立てた生
活設計は、ライフステージや生活環境・社
会環境の変化に合わせて定期的に見直す
ことも大切です。生活設計は、次の3つの
要素から成り立っています。

人生の中の特に大きな支出として「教育費用」「住宅費用」「老後費用」があり、人生の3大費用と呼ばれています。これらの支出に対してどの
ように資金を準備するのかを考えることが「資金計画」です。

大正・昭和と現代の平均的なライフサイクルを対比させたものです。時代を追うに従って初婚年齢が高まり、それに伴い出産年齢も高くなっ
ています。さらに平均寿命が延びたことにより、定年後の老後の期間も延びていることがわかります。

夢や目標、現在の状況とあ
わせて、将来のリスクやそ
の備えについて考えること
も大切です。

リスク管理

夢や目標をより現実的なも
のとして考えるために、現
在の家計（収入と支出）や
資産の状況を正確に把握
し、将来のライフイベント
に向けた資金計画を立てる
ことが大切です。

資金計画

まずは、「自分にとって大
切なことは何なのか」「何
を実現したいのか」とい
う人生観や自己実現のあ
り方について考えること
が、生活設計全体の指針
になります。

夢や目標

教育費用
目安の金額

1,114万円 住宅費用
目安の金額

3,898万円
（土地付き注文住宅の場合）

老後費用
目安の金額

5,719万円
（65歳～87歳の支出の合計）
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（大正 9）
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（昭和 36）

2013年
（平成 25）

20 歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳 （年齢）
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夫死亡結　婚

長子誕生 末子小学校入学末子誕生

末子学卒 長子結婚 妻死亡

（第３子）
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＊生命保険文化センターが1920年、1961年は厚生労働省「厚生労働白書」（平成24年度版）、2013年は地域社会ライフプラン協会「40歳代のライフプラン」（平成27年度版）をもとに作成

大正・昭和・平成のライフサイクル

（幼稚園3年間、小学校～高校は公立、
大学は私立文系に自宅から通った場合）

（第２子）

夫定年

生活設計と資金計画はセットで考える必要があります。
理想の人生を送るためにも、今からできることを考えていきましょう。

まとめ
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